






要約 その臨床と疫学から,川崎病の病因としてある種のウイルスを想定し,患者末梢血リ

ンパ球を材料として,種々の方法によりウイルスの分離を試みた。回復期採血の28 例を含

む 142 例のリンパ球の培養からは,川崎病に特異な抗原やウイルスは検出出来なかった。ま

た,川崎病とEBウイルス(EBV)との相関を血清学的に検索した結果,川崎病患者では,EBV抗

体の保有率は異常に低い(12%)という以上の所見が今回も確認された。 


